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Strongyloidea上科の線虫には３通りの筋細胞配列様

式があり，著者らはこれらの配列様式とvulvaの位

置との関連性について推論を行った5)6)7)．VUlvaを体中

央辺にもつものではＤ型の筋細胞配列を示していたが，

vulvaを体後端にもつものではＢまたはＣ型の筋細胞配

列がみられたからである.ＱｍＪｏ"/α/、､α"cγαはインド

ゾウの大腸に寄生する中型の線虫でTrichonematidae

に属しvulvaが体後端より前方約'/5に存在している．

Trichonematidaeでは現在までにＢ型(OesOP/mgosZo‐

""`,"，Ｔｅγ"icJe"S)4)とＣ型（Ｍ`γWCJiα)5)の筋細胞配

列がみられているが，Ｑ"iZo"ｉａＺ７.αuα"cγαのvulva

が後端よりやや前方へ移動していることから，その筋細

胞配列がＤ型であるか，或いは同科の他のもののごとく

ＢあるいはＣ型か，または全く別の配列を示すかで興味

があった．新潟大学大鶴正満教授から提供いただいたイ

ンドゾウの多くの寄生虫の中からＱ"iJo"ｉａｚｍｌＵα"cγα，

Ｑ、”""/α数個体を見出し，Ｑ、ｚγαＵα"ｃｒａ１雌の筋

細胞について観察し得たのでその所見を報告する．また

同じくインドゾウ寄生のＤｅｃｒ"siαα〃iziczaの１雌に

筋細胞（以下筋と省略）の欠損のみられる個体があった

ので併せて報告する．

材料と方法

材料：ＱｍＺｏ"ｉａｚ７ａＵα"c,ＴＪ雌成虫一インドゾウの大

腸にはＥ９ｍ""γ6iasiPz`"c"Zi/bγ"zis,Ｃ/ｔｏ"/α"gi…ePi‐

SZo”`、，DeCγ"S/αα〃iZiCZa，Ｍ`γＷａｉα九ＪC枕γα，

川．ｉ"ａｉｃａ，ＢａＺｈｍｏｓＺｏｗ""ｚｓα"9℃γｉなどのStrongy‐

loidsが多く寄生しており（ＭｊＭ/Ｃａ以外のものの筋

配列は既に報告した4)5)6))，これらの中に数個体，Ｑ""‐

o"ｉａｒｒａＵα"cγαおよびＱ７ｗｚ"ieiがみられた．一部

は虫体が破損し，また－部は他の目的に使用したので筋

配列の標本を作成したのはＱ〃αUα"cγα雌ｌ虫体の

みであった．

Ｄｅｃ'wsiαα〃/がααは雌雄とも数十個体が得られ，

雌数個体の筋配列を観察したが，その中の１虫体に他と

変った筋配列を示すものがみられた．

標本作製並びに観察法：既報3)4)5)と同様である．虫体

は大形のため，セロイジン膜での処置を必要とせず，右

側線部を直接切開して標本を作製できた．

成績

Ｑ〃o"ｉａｚγ，αＵα"ｃｒａの観察した雌１個体は，今まで

報告したStrongyloideaのものと異なり，筋は全体で

86個であった．即ち，背側は左右の筋域に各々22個みら

れたが，腹側では左右とも21個であった．各筋域におい

て内，外，尾の３筋列が識別され，大森（l975b5))，

大森・大林（l975a6)，ｂ７)）のＣ型を示していた．筋列

をＦｉｇ．１の筋番号で示すと，背側では左右の筋域と

もに，１，３，５，７，９，１１，１３，１５および17が内

列，２，４，６，８，１０，１２，１４，１６，１８および19が外

列，２０，２１および22が尾列である．腹側では左右の筋数

は等しいが，内，外列の所属筋数が異なっている．即

ち，右側では１，３，５，７，９，１１，１３，１５および１７

が内列，２，４，６，８，１０，１２，１４，１６および18が外

列，１９，２０および21が尾列であるが，左側では，１，

３，５，７，９，１１，１３および15が内列，２，４，６駅

８，１０，１２，１４，１６，１７および18が外列，１９，２０および

21が尾列である（Tableｌ)．

＊第２２回日本寄生虫学会北日本支部大会（於函館

市，1975）で報告した．
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Ｆｉｇ．２Abnormalarrangementofthemuscle
ｃｅｌｌｓｆｏｕｎｄｉｎａｆｅｍａｌｅｏｆＤｅｃ７ｗｓｉa

aacJiticZa・Eighteenthmuscleisth-

oughttobelacking，showinga
differentarrangementinaleft

ventralsector

Ｆｉｇ．１Ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｍｕｓｃｌｅｃｅｌｌｓ

ｏｆＱ"iJo"ｊｒａＺｍｕα"c、旱
：dorsalsideV：ventralside

EdorsallineVL：ventralline

：ｒｉｇｈｔｓｉｄｅ Ｌｌｅｆｔｓｉｄｅ

：ｖｕｌｖａ ＬＣ：lateralchord(leftside）

Ｄ：

ＤＬ：

Ｒ：

Ｖｕ：

筋）を欠除するとみることができ，Ｆｉｇ．２では左腹側

に18を省略した．この番号で左腹側の筋列を示すと，

１，３，５，７，９，１１，１３および15が内列，２，４，

６，８，１０，１２および14が外列，１６，１９，２０および21が

尾列で，Ｍ１７はＭ１6からの分岐として理解できる．

考察

Dec7z`siaacJ〃icta雌の１個体はＦｉｇ．２に示す筋

配列を示していた．背側の左右および右腹側の筋域には

各22個の筋があり，概観して各筋域ともに内，外，腹，

尾の４筋列がみられ，正常のものと変らなかったが，左

腹側では筋配列が変化し，その数も正常のものより１個

少ない20個であった．正常のものでは内，外，腹，尾の

４列がみられるが6)，本例の左腹側では，内，外，尾の

３列が識別され，尾列はしかも分岐していた．正常のも

のとの比較で本例において左腹側にＭ１８（18番目の

Ｑ〃o"ｉａＺｒａＵα"ｃｒａはOes”hagosZo"z…ｓｐＰ，

Ｔｅ〃ぬ"ｓａｅ〃""、s，Ｍ`γWdriα九Jci/bγαとともに

（４４）
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＊Ｒ､，．：rightdorsalL.，．：

Ｒ､Ｖ､：rightventralLV.：
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先端がM16とM17の間にかなり前方までのびていて，

筋の欠損が十分代償されているようであった．前述の

Ｑ"iZo"ｉａＺｒａＵα"ｃ７ａの例も多分筋細胞欠損の個体であ

ると考えられる．Ｑ〃αUα"ｃｒａと同型のｃ型の筋配列

を有するE9z`伽γ6ｉａｓ妙z"2c"Zi/blWZis,C7iolziα"g伽ｚ

"Jsto"zz`'"，Ｍ"Ｗａｉα/ZzZc旋了α5)と比較すると，Ｆｉｇ．

２では右腹側のM10とM12との間に筋１個の欠損が考え

られる．同図でみるごとく，Ｍ10の後カーとM12の前方が

互いに延びて相接しており，この間の筋の欠損は十分代

償されているようであった．

Trichonematidaeに属している．OesOPhagostomz`'〃

SPP.，Ｔｅγ"ｉａｅ"ｓａｅ〃""Z"ｓやＭ`Ｍ城α九Jc舵、

ではvulvaが体後端に存在するが，ＱＺｒａＵα"C、の

vulvaは体後端より全長の約'/5前方にあり，（Fig.１．

Ｖu)，今まで観察したStrongyloidea中でＱＺ７ａｕα‐

"ｃｒａはvulvaの位置に関し,後端に有するものと，中

央部に有するものとの中間的形態を示している．著者ら

のこれまでの観察でvulvaを体中央辺に有するものに

大森5)，大森・大林の7)のＤ型の筋配列がみられ，vulva

を体後端にもつものにはＢ型かＣ型の筋配列がみられて

おり，vulvaの位置の中間的存在であるＱｒｒａｕα"cγα

がどのような筋配列を示すか，興味深かった．たまたま

標本作製したＱｚｍＵα"ｃｍｌ雌は，従来観察された

Strongyloideaの筋数より１個少ない86個の筋を有し，

背側の左右筋域に各22個，腹側では左右とも各21個の筋

を有する個体であった．

現在までの知見ではvulvaが体後端から離れ体中央

辺に存在するものでは全てＤ型の筋配列を示している．

Ｑ・かαuα"ｃｒａのvulvaは後端から体長の約'/5前方へ

移動しているが，筋配列様式ではvulvaを後端にもつ

ものと同様にｃ型の筋配列を示していた．従って著者ら

の推論した体中央辺のvulvaの位置とＤ型の筋配列と

は単なる偶然の一致であったかも知れない．

ここに報告したＤｅｃｒｍａａｃＭｚｉｃｚａ１雌は正常のも

のと比べて左腹側の筋域に筋１個宛少なかった．筋相互

の位置，筋の付着状態からみてM18を欠くものと考えら

れた．正常のものでは左腹側ではM15の内側に付くＭ１８

がみられるが7)，本例ではM15に内接する筋がみられな

いからである．正常のものと比較すると本例ではM19の

まとめ

１．vulvaを後端より全長の約1/5前方に有するＱ仏

ＩＣ"/αＺ７ａｕα"Cγα雌の筋細胞配列は内，外，尾の３列か

らなるＣ型5)6)7)を示した．

２．Dec,ｗｓｉαα〃iZicZa1雌の左腹側の筋域に筋細

胞の欠損があり，M18を欠くものと考えられた．

３．Ｑ,`iZo"ｉａＺｍＵα"Ｃ７ａの本例も右腹側の外列に筋

細胞1個の欠損があるものと考えられた．

本研究に種々ご教示いただいた前主任吉村裕之教授

(現金沢大学）および現主任鈴木俊夫教授，材料をいた

だいた大鶴正満教授（新潟大学）に深謝の意を表しま

す．
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ARRANGEMENT OF THE SOMATIC MUSCLE CELLS OF

MEROMYARIAN NEMATODES
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DEFICIENCY FOUND IN A FEMALE OF DECRUSIA ADDITICTA

(STRONGYLOIDEA; STRONGYLINA)
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Among nematodes of Strongyloidea, three types of the muscle arrangement were re

cognized and some relationships were found between the muscle arrangement and position of

the vulva3)4)5). The species which possess an equatorial vulva, such as ancylostomatids,

Strongylus spp. and Decrusia additicta, exhibit ancylostomatid-type, while the species with a

preanal vulva show Oesophagosto/?ium-type2:> {Oesophagostomum spp., Ternidens deminutus) or

Equinurbia-type {Equinurbia sipunculiformis, Choniangiiun epistomum, Murshidia falcifera) of

muscle arrangement.

Quilonia travancra, a parasite in the large intestine of Indian elephant, with the vulva

at about one-fifth of the body length from the distal end (Fig. 1, Vu) is intermediate between

the forms with equatorial and preanal vulva. One female of Q. travancra available for the

examination of musculature possessed 86 muscle cells and exhibited Equinurbi'tf-type of muscle

arrangement (Fig. 1).

Muscle deficiency was encountered in a female of Decrusia additicta which possessed 86

muscle cells, 22 in each dorsal and right ventral sectors and 20 in left ventral sector. As

compared with the normal specimens, the 18th muscle of left ventral sector was thought to be

lacking in this specimen. The female of Q. travancra above mentioned also seemed to be

the one in which deficiency of one muscle was found in the right ventral sector.

( 46 )




